
１０月２１日、目黒さつきビル２階会議室において、「９条連」と「ＪＲ
総連」共催の平和集会が開催されました。会場収容人数の制約があるため、
集会はリモート視聴と併用で行なわれ、貨物労組からは、現地への参加者
１０名と、リモートでの参加者３３名、貨物労連の仲間も集会に駆け付け、
合計５２名が参加しました。また、池尻本部青年部長が、９条連事務局とし
て集会の司会を務めました。
始めに主催者であるＪＲ総連・山口委員長および、９条連事務局・石塚さ

とし氏の挨拶の後、ウクライナ避難民支援カンパ報告と、沖縄９条連事務局
・宮城和之氏から沖縄９条連の闘いの報告が行なわれました。

集会では、参議院議員・小西洋之議員から講演を頂き、衆院憲法審査会で
は改憲議論が行なわれているが、「憲法審査会は、憲法違反を審査するため
の委員会である」ことを分かりやすく説明して頂きました。また、平和憲法
の改憲を阻止するためには、市民団体、マスコミを含めた国民世論の形成が
絶対不可欠であり、私も国会で改憲を許さない闘いを行なうと強い決意が語
られました。
これからも貨物労組は、改憲反対・憲法９条を守る取り組みとして、あら

ゆる機会を通じて改憲反対の声を挙げていきます。
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